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      小林 さやか 氏から学位申請のため提出された論文の審査要旨 
 
 
題 目   Image analysis of the nuclear characteristics of emerin protein and the 
correlation with nuclear grooves and intranuclear cytoplasmic 
inclusions in lung adenocarcinoma. 
        （肺腺癌におけるエメリン発現による核形状の画像解析および核溝、核内細
胞質封入体との関連性） 
    Oncology Reports 41：133 ～ 142, 2019. 
      Sayaka Kobayashi, Masanao Saio, Toshio Fukuda, Kiminori Kimura, Junko 
Hirato, Tetsunari Oyama 
 
論文の要旨及び判定理由 
 
病理診断において、細胞の核の大きさや形状を捉えることは癌を診断する上で重要な役
割を果たしている。しかし、その診断には、診断者の主観が入るため、個人差が生じる。
本論文は、この問題を解決するため、染色を施したスライドグラス上組織片を病理解析用
画像取込装置によるWhole slide imagingを行い、デジタル画像化し、画像解析を行った。
染色法としては、核の形状を可視化するため、核内膜に普遍的に発現しているエメリンタ
ンパク質を免疫染色した。画像解析により、2つの物理量を数値化した。１つは、エメリ
ン免疫染色で陽性を示した膜部分の長さ（ENML）、もう一つは、核周長である。核の異常、
とりわけ、核溝や核内細胞質封入体形成により、ENMLと核周長値との間に差が生じる。こ
こで、核周長－ENMLが負になる核を「高度異型核群」と定義した。本手法を肺腺癌切除組
織106例について解析したところ、高度異型核の頻度が上がるにつれ、高頻度に核溝、核
内細胞質封入体が認められる症例が多くなることを明らかにした。 
本論文は、これまで病理診断の問題であった“診断者の主観によるばらつき”を低減さ
せる画像解析法の応用例を示したものであり、価値のある論文である。よって、博士（保
健学）の学位に値するものと判定した。                       
            平成31年1月24日 
   審査委員 
       主査    群馬大学大学院教授 
                 生体情報検査科学講座   輿石 一郎  印 
 
 
       副査    群馬大学大学院教授 
                        生体情報検査科学講座   嶋田 淳子  印 
 
 
       副査    群馬大学大学院教授 
                    生体情報検査科学講座   林 邦彦     印 
博士後期課程用 
（様式6, 2頁目） 
 
最終試験の結果の要旨 
 
 組織全体画像から5つの評価領域を選択する際の異常領域／非異常領域の混在について、
本研究結果を臨床応用する際のメリット、デメリットについて、実験計画およびデータ解
析における統計学的事項について 
 
試問し満足すべき解答を得た。 
 
                             平成31年1月24日 
 
 
試験委員 
 
         群馬大学大学院教授 
            生体情報検査科学講座   輿石 一郎    印 
 
         群馬大学大学院教授 
            生体情報検査科学講座   嶋田 淳子  印 
 
     群馬大学大学院教授 
            生体情報検査科学講座   林 邦彦   印 
 
 
 
試験科目 
 
組織全体画像から5つの評価領域を選択する際の 
異常領域／非異常領域の混在について              合・否 
 
 
本研究結果を臨床応用する際のメリット、デメリットについて   合・否 
 
 
実験計画およびデータ解析における統計学的事項について     合・否 
 
 
 
